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法人名 
NPO 法人ワーカーズ 

コープかがやき 

代表

者 

 

新井 厚美 
 

法人・ 

事業所 

の特徴 

「わが家で暮らし、わが家で老いる」を実現するために、平成 23 年善光寺さんに程近い 

場所に開所しました。平成 29 年 10 月現建物に移転。ご利用者様おひとりおひとりに出来

る事を継続していただけるよう、スタッフが関わりを多く持ちながら個別ケア対応で支援 

させて頂きます。楽しみに来ていただける場所の提供を全スタッフが目指しています。 

事業所

名 

小規模多機能型居宅介護 

  たわわ善光寺下 

管理

者 

 

片岡 茂子 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

1 人 1 人 2 人 人 1 人 1 人 人 2 人 人 8 人 

 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の 

確認 

より具体的に改善で

きそうな計画を、項目

ごとに現時点で必要

な事に絞る 

・日々の仕事に追われる中ミーティング・カンファレンス

を行っていることは今年も評価できる。 

・出来なかったことは引き続き検討していってもらいた

い。 

・介護保険制度の理解も

難しい中事業所の改善

点や意見をと言われて

も困惑が多い。 

・具体的に改善できそうな

事に絞り、現時点時で必

要な事を項目ごとに改善

計画を立てる。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・居場所として認識できるような工

夫 

①定位置の座席・泊時の静養室の固定

化等混乱しない様な配慮をする。 

②利用者さんが自由に動きながらも 

見守りが行き届くようなチームケア

を行う 

・認知症の方が穏やかにお過

ごしいただけるよう工夫を

しながら対応している。 

・危険のない動線の確保を常

に全スタッフが意識し声だ

し確認を行っている。 

・利用者さん家族や地域のボ

ラさん他事業所関係者含め

外部からの人の出入りは常

にある。 

・常にスタッフがいるので出

入りはしやすい。 

・室内に入った付近に相談できる場

所を設けてあるので来客時は活用を

していく。 

・スタッフの接遇研修を行いどのス

タッフも気持ちよく対応できるよう

にする。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

①地域に提供する場所の確保 

 歩行中の近隣の方がお休み

できるような場所を施設前

の駐車場に提供をする。 

②たわわカフェの継続開催 

・地域に目を向けて考えていきたい。 

・外ベンチに座ってお休みされる方を

時々見かけたのでそのまま継続使用

していただきたい。 

・カフェの開催は少人数でも続けたい。 

・災害時等の対応を設定して

おくのは大事。 

・新しい事をやろうとするの

も大事だが、今やれている

ことを継続してほしい。 

・地域に提供する場所を施設前の駐

車場に設置する。 

・近隣のお店での買い物を利用者さ

んと共に行う。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・散歩・買物・外食等外に出

る機会を多くする。 

・地域に出ていくことは大切と思うが、利用者さ

んの心身状態をみると負担が大きい方も多い。 

・外食は楽しみにされているので年数回の実施を

今後も行いたい 

・地域の行事イベント参加は無理でも

地域の事を話題にすることは必要だ

と思う 

・近隣への散歩でも意味はある。 

・散歩・買物・

外食等外に出

る機会を多く

する。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・運営推進会議の中で地

域関連の事例を話し合

う時間を設け情報の共

有に努める 

・地域の事は個人情報に触

れる事が多いので詳しく

話すことが難しい場合が

ある。 

・地域の中で起こっている事に対して介護施設として関

わりが持てる場合は積極的にお手伝いをしていくこと

が大事。 

・地域密着の観点から近隣の利用希望者を優先してい

る。 

・運営推進会議の中で

地域関連の事例を話

し合う時間を設け情

報の共有に努める。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・年 2 回

の避難訓練

の実施 

（9・3

月） 

・避難訓練の実施報告は運営推進会議で行っているの

でたわわの様子は大体分かっている。 

・地域の避難訓練の日程と合わず参加できなかった 

・スタッフだけでも地域の避難訓練に参加したほうが

良かった。 

・避難訓練はいざという時大事な

ので定期的に行うこと 

・地震・火事以外の災害を想定し

ての避難訓練を行う必要があ

る。 

・防災計画を立て年 2 回実施して

いく。 

・想定される災害の種類（火災・

地震・水害等）を変えて行う。 


